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食品たん白質や医薬品が吸収される仕組みを世界で初めて解明！ 
〜大豆ペプチドは吸収性に優れる〜 
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体注 1 について、様々な物質を輸送する“基質多選択性注 2”の全体像を世界で初めて解明しました。 
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【背景】 全生物が有するペプチド輸送体（POT）は、ヒトにおいては食品たん白質の加水分解物であ

るペプチドをアミノ酸よりもすばやく体内へ取り込む役割を担っています。また、POT は 8,400 種類以

上ものバリエーションを持つペプチド群を認識・輸送することのできる“基質多選択性”によって各種

医薬品の吸収担体としても機能していますが（図 1）、これまで“基質多選択性”の詳細は不明でした。 

【方法と結果】 本研究では、従来法よりもはるかに迅速・簡便に POT の機能を解析できる方法

（F-CUp 法注 3）を開発し、様々なペプチドや医薬品の生体吸収性を網羅的に解析しました。その結果、

大豆たん白質等に多く含まれる芳香族・分岐鎖アミノ酸（ヒト必須アミノ酸注 4）を含むペプチドが POT

を介して特に高効率に吸収されること（図 2、3）、さらに POT の“基質多選択性”は生物種を越えて保

存されていることが明らかとなりました。また、得られた解析データと各物質が有する物理化学的指

標を照らし合わせることで、コンピューター上でペプチドや医薬品の生体吸収性を予測することにも成

物である酵母をツールとして用いることで迅速・簡便に POT の機能解析を行なうことができる

方法であり、従来法では困難であった膨大な数の基質について網羅的解析を可能としまし

た。 

注4）� 注 4）ヒト必須アミノ酸：ヒトが体内で合成できないため、食品として外界から取り込む必要のあ



るアミノ酸群。大豆たん白質等に多く含まれます。 
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図 3. POT を介して吸収されやすいジペプチドの特徴。

ヒト必須アミノ酸は W、F、H、（Y）、M、L、I、V、K、T。 


